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活動成果の概要： 

 HL7 Fast Healthcare Interoperability Resources（FHIR®）が医療情報のデータ交換における標

準規格として確立されてきている。各研究員は HL7 FHIR® 日本実装検討ワーキンググループへ

の参加および協力、各自関連する施設における FHIR を用いた実装、学会での論文や口頭発表な

どを通じて、FHIR の普及と課題解決に尽力した。以下、いくつかの例を列挙する。 

1．臨床テンプレートと Questionnaire 

 医療現場における情報収集の標準化を目的として、Questionnaire リソースを活用した臨床テン

プレートの開発が進められている。これにより、患者情報の収集や診療記録の標準化が実現され、

医療機関間でのデータ連携が効率化される。 

2．感染症届出個票の FHIR 記述仕様 

 公衆衛生領域において、感染症発生時の届出業務の電子化とデータ標準化を目的とした取り組

みが実施されている。感染症法に基づく届出情報を FHIR 形式で記述する仕様の策定により、保

健所と医療機関間のデータ連携が円滑化される。 

3．FHIR による放射線レポートと ServiceRequest の標準化 

 NeXEHRS 課題研究会 HL7 FHIR 日本実装検討 WG での作業に協力し、DiagnosticReport を用

いた放射線検査レポートの標準化については、所見や Impression 表現を充実させるべくプロファ

イルの追加を行い、日本医学放射線学会、日本歯科放射線学会に情報共有し内容の確認を行った。
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また、各種検査オーダ系のプロファイル整備にあたり、ServiceRequest リソースの実装要件検討

などの整備を進めている。 

4．血液透析情報の FHIR 規格 

 慢性腎不全患者の透析治療に関する情報を標準化するため、血液透析に特化した FHIR 規格が

策定された。透析条件、検査結果、治療履歴等の情報を構造化し、透析施設間での患者情報共有

が促進される。 

5．PHR 事業者間のデータ交換の検討 

 PHR サービス事業者間のデータ交換において、PHRS IG で定義されている FHIR Storage を用

いた。その際、PHR 及び PHR に添付される文書、特にマイナポータル由来で受け取る情報につ

いてのコードシステム体系が存在していなかったため、一般社団法人 PHR 協議会において

CodeSystem と ValueSet の案を作成した。今後、PHR に関しての用語体系の整理、確立の必要性

が確認された。 

6．SEAMAT（日本循環器学会標準出力フォーマット）の対応 

 日本循環器学会が策定した標準出力フォーマット SEAMAT を FHIR 規格に変換することで循

環器領域の検査データを共有することを推進する。先ずは受容のほとんどを占める心電図（特に

安静時 12 誘導心電図）についての Observation リソース要件について、NeXEHRS 課題研究会

HL7 FHIR 日本実装検討 WG での作業に協力し、JP Core Ver.1.2.0 に対象プロファイルを掲載し

た。 

7．IHE-FHIR 推進 WG 活動への参画 

 「FHIR ベース IHE 統合プロファイル利用ガイド」の策定に協力した。 

 

 今後さらなる実装を経て、本邦の医療情報標準化が進展し、医療の質向上と効率化、さらには

患者中心の医療提供体制の構築へつながることを期待する。 
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